





A Work Study of New Product Development 
―From Idea Work to Prototype Work―
Seiji Kurosu 
Abstract
When trying to develop innovative new products, what kind of work should you put your hands 
and what kind of work should you go through in order? In this research, I intended to do 
development work, I summarized the contents and procedures of development work. The first task 
is to find out what to create. Second, work to design or proceduralize what you are trying to create, 
third to prototype or experiment on what you designed or procedural, finally to standardize 
prototype mass production or successful experiments. These four types of work can be further 
subdivided. By subdividing the contents of work, it is thought that the contents of the work will be 
materialized, the work to be done will be clarified, the work plan will be easier to set up, the division 






































うにして創っていけばよいのか、というような作業を考えている。つまり、新商品の案を “ 考え出す ”
作業と “ 創り出す ” 作業とはどのような作業をしていけばよいかを考える。






ニーズを見つける作業、すなわち新商品の案を “ 考え出す作業 ” がある程度まとまったら、この案を
物として、あるいはサービスとして実現化していく作業が行われよう。それには、設計作業や試作作業
などの作業が必要になってくる。設計作業や試作作業は、本稿では “ 創る作業 ” として分類する。
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2. 2　本研究の特徴と研究方法





































































遭遇とか偶然によって何かを見つけた行為を、“ 遭遇作業をした ” とか “ 偶然作業をした ” とかは言
わない。しかし、何かを発見できそうだと思って、そのための何らかの作業をしたとき、“ 発掘作業を
























































さて、このとき、“ 飲みかけのコーヒーカップをひっくり返さないようにしたい ” と思ったとしよう。
ここで、・・をひっくり返したとき咄嗟にそう思う場合と、前項で述べたような、問題分析作業を行って、
つぎに問題選択作業を行って、つぎに・・・・というような作業を行った結果の場合などがありうるが、
ここでは、先の論を急ぐため、“ 飲みかけのコーヒーカップをひっくり返さないようにしたい ” と思っ
たところから続けていこう。
“ 飲みかけのコーヒーカップをひっくり返さないようにしたい ” というのはこの人の願望である。し
かし、願望が多くの人に共有されてくると、つまり、同じ願望を持つ人が増加してくると、願望はニー
ズ（必要性）と考えてもいいのではないか。






































































それは恐らく、案出した人の知識や経験から出てきたものであると推定される。“ 三角フラスコ ” は、
実際に見たことがないとなかなか思いつかないであろうからである。












































































物を削る作業、物同士を組み合わせる作業、物同士を接合する作業などの “ 作る作業 ” である。また、





































































































ある。この 2 分割をつぎの 4 つの作業に分割した。それらは、（ 1 ）何を創るかを見つける作業、（ 2 ）
上記作業で考えたものを設計または手順化する作業、（ 3 ）設計または手順化したものを試作または実








たとえば、発想作業がそうである。“A 社を観察した結果、A 社は発想作業が良かった ” と言われれば、
その意味は解らないわけではない。しかし、ではその会社に倣って自分もそのような発想作業をしよう
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